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はじめに
本稿は慣用句研究の一部として、日本語と中国
語の「首」に関する表現を取り上げる。具体的に
はまず、「首」の意味を比較、検討する。そして、
その構成素である「首」の意味が慣用句全体の意
味成立にどのように影響するかを追究する。方法
としては、メタファーやメトニミーなど認知言語
学の手法を用いて分析を行うこととする。
本稿における「慣用句」は、宮地（92：23）
に従い、「単語の二つ以上の連結体であって、そ
の結びつきが比較的固く、全体で決まった意味を
持つ言葉」と定義する。
また、籾山（2002）は、認知言語学の立場から
メタファーを「二つの事物・概念の何らかの類似
性に基づいて、一方の事物・概念を表す形式を用
いて、他方の事物・概念を表すという比喩」と定
義し、メトニミーを「二つの事物の外界における
隣接性、さらに広く二つの事物・概念の思考内・
概念上の関連性に基づいて、一方の事物・概念を
表す形式を用いて、他方の事物・概念を表すとい
う比喩」と定義している。ここでは、籾山（2002）
の定義を援用する。
このように認知言語学では、抽象的で捉えにく
い概念を、より具体的で理解しやすい概念に基づ
いて理解する認知プロセスをメタファーと捉えて
いる。そのプロセスに従って、私たちの概念体系
の中には、ある（具体的な）概念と別の（抽象的な）
概念との間に対応関係が生まれると考える。概念
体系の中に形成されたこの概念と概念の対応関係
を、Lakoff & Johnson （90）は概念メタファーと
呼んでいる。また、Lakoff （9,993）は Lakoff 
& Johnson
 （90）のメタファー理論をさらに発展
させ、メタファーを概念領域間の「写像（mapping）」
として、「起点領域」（source domain）から「目標
領域」（target domain）へとイメージ・スキーマを
写像するものと定義づけている。たとえるものが
属する領域を「起点領域（source domain）」、たと
えられるものが属する領域を「目標領域（target 
domain）」と呼んでいる。概念メタファーの写像
を図示すれば、次の図  のようになる。
起点領域　　　　　　　　　　 　目標領域
　
　　　　　　　　　写像
図 1  メタファーによる概念間の写像
本稿の目的は、メタファーやメトニミーの理論
に基づいて、日本語と中国語における「首」の意
味を比較し、それぞれの言語において「首」の意
味がそれを含んだ慣用句全体の意味成立にどのよ
うに影響するかを考察することである。次のⅠ節
ではまず「首」の意味を比較することから始める。
Ⅰ「首」の意味の比較考察
日本語と中国語における「首」の慣用句には
どのような違いがあるのかを考察する前にまず、
「首」の指し示す意味を明確にしたい。『説文解字・
巻九上』によれば、漢字「首」は頭髪のある頭の
形（　　）を象った象形文字である。すなわち、
肩から頭部までの部分の総称として使用される文
字で、「あたま」を意味する。古典中国語では、「あ
たま」を表すのに「首」「頭」があるが、金文 
や『詩経 2』『尚書 3』『周易 』などでは「あたま」
を表すのに「首」という言葉が多く使用されたが、
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「頭」という漢字がまだ現れず、やがて戦国時代（紀
元前  年～紀元前 22 年）に入って「頭」とい
う字が出現し始めた（王力 90:9）。また、冯
（2003:-2）は、『尚書（殷周時代）』『世説新語
（後漢末～東晋 ）』『水滸伝（紀元 29 年～ 3
年）』を対象に通時的な観点から「頭」を表す「首」
「頭」の出現率を統計したところ、時代とともに
「首」は「頭」という字に替えられて使用傾向が
だんだん弱まってきたという事実が見えてきた。
現代中国語では、「あたま」を表すのに主に「頭」
を使用するという現状からもこの事実を裏付けて
いる。ただし、「首」は言語使用上「頭」に替え
られつつある傾向が見られても、「回首（振り返っ
て見ること）」「首肯（承知する）」などのような
複合語においてはまだ強く生き残っている。
一方、日本語の「首」の意味はどのように形成
されているのかを考察してみる。白川（99:302）
は「くび〔頸〕」の項について、「うなじから肩ま
での、頭を支えていて動く部分。のちそれから上
部の、頭をも含めていう。『あたま』も『かうべ』
も上代語にはみえず、『かしら』と『くび』のみ
を用いた」と述べている。また、『日本国語大辞
典』のまとめによると、「くび（首・頸）」の語源
については主に次の五つが挙げられる。（）クボ
ミの約〔古事記伝・名言通・和訓栞・大言海〕。（2）
クビレ（縊）の下略〔雅言考・言元梯〕。（3）キ
ルヘリ（着縁）の反で衣装のクビから〔名語記〕。（）
カミフシ（首節）の義〔日本語原学＝林甕臣〕。（）
「頸」の入声 Kup が Kubi と転じたもの〔日本語
原考＝与謝野寛〕。以上に挙げられた語源説から、
日本語の「くび」はもともと頸部を意味すること
が分かる。「首（くび）をしめて殺す」はその一
例である。
一方、『和名抄』では「首」について、「首加
か
宇
う
倍
べ
。始なり。頭加
か
宇
う
倍
べ
。一に云
い
ふ、賀
か
之
し
良
ら
。獨な
り。言ふこころは、體に處
を
りて獨り貴きなり」と
述べ、つまり、古い日本語では「首」という漢字
は「かうべ」や「かしら」と読み、「頭」を意味
していた。これは中国語の「首」の意味と一致し
ている。そして元来頭を表す「首」は頸部を表す「く
び」と異なる概念であるため、日本語においての
「首（くび）」はどのような経緯によって意味形成
されたのであろうか。それは、「首」という漢字
が日本語に入ってきて、もともと日本語にある「く
び」に当てられることによって、その元来の中国
語の「頭」という意味のほかに、中国語にはない
頸部の意味も表すようになったと考えられる。ま
た、すでに「頭」も日本語に存在しているなどの
理由で、元の「頭」の意味がだんだん薄くなって
きて、「首」が主に「頸部」を表すようになって
きたと思われる。このように、日本語の「首（くび）」
はもとの中国語の意味と日本語独自の概念とが融
合して新しく形成されたものと考えられる。
主要な辞典と慣用句辞典を考察した結果、中国
語の「首」に関する慣用句は存在していないこと
が分かった。また「首」が頭のみを意味しており、
頸部を表さない。そのため、本論文では日本語の
「首（くび）」とほぼ対応する「脖子（bózi）」と
いう表現で日本語と中国語のそれぞれの意味拡張
と慣用句について比較を行うこととする。次の 、
2 ではまず日本語の「首」と中国語の「脖子」の
意味を考察する。
1. 日本語における「首」の分類と意味拡張
『日本国語大辞典』、『広辞苑』、『大辞林』、『大
辞泉』といった日本語辞典を参考にした上で、本
論文では日本語における「首」の意味を次の五つ
の項目にまとめる。
【基本義】
（） 脊椎動物の頭と胴をつないでいる部分。頸部。
【派生義】
（2） （）を含めて、そこから上の部分。「首をか
しげる」
（3） （）に似た形。また、それに該当する部分。「び
んの首」「足首」
（） 衣服の（）にあたる部分。襟。「セーターの首」
（） （「馘」とも書く）解雇。「お前は首だ」
上掲の  つの意味をみると、身体部位としての
「首」は日本語では、（）の頭と胴体をつなぐ細
い部分を指すのが一般的であるが、「首をかしげ
る」「首を横に振る」などの例が示すように、「首」
も（2）の頭部全体を表していることが分かる。
それは、歴史上「首」という漢語が日本語に入っ
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てきて、やまと言葉の「くび」に当てられた際に
「くび」を基本義とし、同時に一定の意味拡張が
起こり、漢語の「首」に含意される「頭」という
意味も派生義として取り込んだのではないかと考
えられる。その意味拡張を考察してみると、「首」
は「頸部」という基本義から、頸部を含めて、そ
こから上の部分である「頭」全体に意味範囲を拡
大するようになったという「部分と全体のメトニ
ミー」のプロセスによって支えられていると考え
られる。なお、「首」と同時に日本語に借用され
た「頭」が存在しているため、拡張はそれ以上生
じず、特定の慣用句に限定されたと考えられる。
また、例示した「びんの首」「足首」のように、
「首」のくびれた形状という特徴は「びん」「足」
という異なった領域に写像され、形状類似のメタ
ファーによって、（3）のように類似の形状や位置
関係をもつものや部分までに意味拡張されてい
る。
また、空間隣接のメトニミーに基づいて、（）
の頸部から（）のそれに「あたる」衣服の部分
である襟まで意味が派生されたことも推測され
る 。
「首」は人間の呼吸や飲食が通ずる要所であ
り、人間の生命を維持する重要な器官である。
「首」が切られたら、頭と胴のつながりが絶ち、
人間の呼吸や飲食も中断せざるを得なくなり、そ
れによって人間の命が保てなくなる。すなわち、
「首」は人間の「命」と大きく関わる働きをして
いる。同様に、仕事を失うと収入がなくなり、生
活ができず、つまり、仕事は人間の生活や生存、
ひいては人間の「命」に関わる重要なものである。
「命」に関わるという共通点から異なった概念領
域である「首」と「仕事」との間で写像が行われ
たと分析できる。そのため、首が切られたことか
ら「首」には（）の「解雇」という意味が派生
的に生じた。
以上の分析から、「首」の意味関係は、以下の
図 2 で示すことができる。
（3）頸部に似た形。また、それに該当する部分。
　　　　　　　　　メタファー
　　　　　（）頸部。　メトニミー　　　（2）頭部。
　　　　　メトニミー　　　　　メタファー
（）襟。　　　　　　　　　　　  （）解雇。
図 2　多義語「首」の各意味の関係
2. 中国語における「脖子（bózi）」の分類と意味
拡張
『汉语大词典』や『现代汉语词典』や『新华字典』
などにおける「脖子」の解釈を参考にして、筆者
は中国語における「脖子」の意味分類を以下の二
項目にまとめる。
【基本義】
（） 脊椎動物の頭と胴をつないでいる部分。頸部。
【派生義】
（2） （）に似た形。また、それに該当する部分。「脚
脖子（足首）」
「脖」は「首」のこと、「子」は「脖」を修飾
する実質的な意味のない接尾辞である。中国語で
は一文字が一音節である。現代中国語の語彙にお
いては二音節以上の語が優勢を占めている。なか
でも二音節語が多い（相原 9:30）。また、「石
→石头」「国→国家」のような古典語では単音節
の語が現代語では多くのものが二音節語化してい
るものや、「劳动模范→劳模（模範労働者）」「中
国共产党→中共（中国共産党）」のような複数の
音節を持つ表現が簡略化され二音節語として定着
している例も珍しくない。したがって、中国語は
二音節において最も安定感を得ると言える。以上
のことから、「くび」を表すのに「脖子」を使い、
単音節語「脖」はほとんど使用されていないこと
が裏付けられる。「脖」と接尾辞としての「子」
の組み合わせによって二音節語として安定性が保
てると考えられるということである。「子」はも
とから名詞である要素に付加されて名詞を作るの
が原則で、「鼻子（鼻）」「胡子（ひげ）」「肚子（腹）」
のように身体部位と結びつけてからだの個個の部
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分を表す（藤堂、相原 9:9-3）。
また、『新华字典』の記述によれば、以上の二
項目以外に、脖领子（衣服の襟）のように日本語
の意味項目（）と同じような表現が中国語の方
言に存在していることが興味深い。それはある意
味では、「首」と「襟」の対応関係に対する認識
には一定の普遍性があることを示している。ま
た、意味項目（2）も日本語の（3）と共通してい
る。ただし、中国語の「脖子」は日本語の「首」
の意味項目（2）の「あたま」という意味を持たず、
中国語の「首」と「脖子」はそれぞれ異なった身
体部位を指す。その意味関係について、図示すれ
ば、以下の図 3 のようになる。
　　　　（） 頸部。  「襟」方言
　　　　　　　メタファー
　　　　（2） 頸部に似た形やもの。
図 3　多義語「脖子」の各意味の関係
Ⅱ 日本語と中国語における「首」を含んだ慣用
句の比較
Ⅰ節では、メタファーやメトニミーなどの認知
言語学的な手法を用いて、日本語と中国語におけ
る「首」の意味拡張を示した。その結果を受けて
Ⅱ節では、身体語彙慣用句の中心となる身体語彙
「首」の意味が慣用句の意味形成のプロセスにど
のように影響するのか、また、「首」の意味がそ
れを含んだ慣用句においてどのような位置付けに
なるのかを探るために、具体的に例文を挙げなが
ら、メタファーやメトニミーや写像理論などを用
いて分析を試みる。なお、例文の一重の下線は慣
用句の所在を、二重の下線は慣用句の主体や対象
を明示するために筆者が施したものである。
以下、 節では日本語の「首」、2 節では中国語
の「脖子（bózi）」の慣用句の実際の分析を提示
する。日本語の場合は「首」の基本義、派生義によっ
て分類を行う。基本義においてはさらに身体部位
という物体としての側面、「命」に関わるものの
二面にわたって分析を試みる。派生義「あたま」
においては身体部位という物体としての側面、所
有者を表すものと分類する。最後に派生義「解雇」
に関わるものという項目を立て「首」の慣用句を
分析する。一方、中国語の「首」に関しては  例
しかないため、分析を細分しないことにする。
1. 日本語の「首」の慣用句
1.1 基本義「頸部」に基づくもの
1.1.1 身体部位という物体としての側面
（）自民党役員の中に、ゴルフ場にいた森首相の
首に縄を付けてでも、官邸に連れ戻そうとす
る人がいなかったのでしょうか。何のための
役員かと思います。森首相をかばうのにきゅ
うきゅうとしている役員では「役」が泣きま
す。
（『朝日新聞』200 年 02 月  日 朝刊 p.30）
（） では、森首相に実際に縄を付けるわけで
はない。家畜に対するような荒っぽいやり方とい
う文字通りの具体的な意味と、慣用句としての「い
やがる者を無理矢理連れて行こうとする」という
意味の間に写像が起こり、いやがる者である森首
相を「無理に連れて行こうとする」という象徴的
な意味を表すようになる。つまり、慣用句は、そ
の物理的な行為を通して、目に見えない抽象的な
「無理に連れて行こうとする」という慣用句の意
味を表すようになるということである。また、例
文からこの慣用句はマイナスの意味で使用される
場合が多いことが窺える。なお、辞典では「首に
縄を付ける」を項目として立てているが、通常は
「首に縄を付けてでも」の形で使用されることが
用例を集めたところで明らかになった。これに対
して、「首に縄を付ける」に似たような中国語の「往
脖子上套绳」のような表現があるが、それは「往
脖子上套绳跳桥自杀（首に縄をつけて橋から飛び
降り自殺する）」のように文字通りの用法では自
殺と関わることが日本語と異なる。また、文字通
りの意味のほか、「自己往脖子上套绳让人牵着耍
（自分の首に縄をつけて遊ばせる）」のように家畜
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などに首に縄をつけることと、人などを苦境に陥
らせることには「縄」の束縛という特徴に焦点を
当てて写像が起こると考えられる。「往脖子上套
绳」は慣用句辞典に採録されていないが、慣用句
の定義に合致すると判断し、本論文ではこれも慣
用句と認める。
（2）子どもの頃、父親が結婚式などに出席した日
は、夕食を食べずに首を長くして待って、持
ち帰った折り箱を家族みんなで食べたもので
ある。
（『朝日新聞』200 年 0 月 9 日 朝刊 p.）
（3）早く冷奴や枝豆の季節にならないかと短い首
を伸ばして待春の日々です。
（http://hds-net.heteml.jp/eokome/?p=314
2010.9.15）
（） a. 二本の物干し竿がこすれ合う音がした。ま
た飛んでくるんだと思って、首を縮めたの
だが、カッちゃんは竿を地面に降ろしただ
けだった。
（『朝日新聞』200 年 0 月 0 日 夕刊 p.）
b. 妻はくすくす笑ひながら首を縮めた。
（『日本国語大辞典』）
これらの表現では「首」の動きによって行為主
体の心的態度が表わされる。（2）は、首を長くす
ることによって「持ち帰った折箱」のことを期待
して待ち焦がれる気持ちを表している。また、実
際には「首を長くする」は「待つ」と結びつき、
使用されることが多い。（3）は首を伸ばすことに
よって、「冷奴や枝豆の季節」が早く来てほしい
という望みの気持ちを表している。（2）（3）はま
だ遠くにあるものを見るための「首を長く伸ばす」
という身体的行動を通して、待望という感情を表
す。一方、中国語では待望を表す「引颈而待（首
を長くして待つ）」があるが、慣用句ではない。 
（a）の「首を縮める」は「危険のために首を引っ
込める」ことであり、この具体的な動作から、（b）
のような「失敗やてれかくし」の気持ちを表して
いる。（2）（3）（）では、手段と結果のメトニミー
に基づいて慣用句の意味が発生されることが窺え
る。
1.1.2 「命」に関わるもの
（）首の皮一枚の差だった。賛成 233 票、反対
22 票。小泉首相は薄笑いを浮かべて投開票
を見つめていたが、内心はさぞかし肝を冷や
したに違いない。
（『朝日新聞』200 年 0 月 0 日 朝刊 p.3） 
　「首」は頭と胴をつなぐ部分で、脊椎動物の首
がなくなったら、命さえ保てなくなることから
「首」は命と大きく関わる身体部位であることが
分かる。「首の皮一枚」を字面の意味からみれば、
首が胴体からほぼ離れそうになり、あとごく僅か
で命を落とそうになったが、わずか皮一枚のみで
つながることによって命が保持されるという危険
な状態を表すと理解できる。このような文字通り
の意味から「首の皮一枚の差」という慣用句全体
がメタファーにより、あとごく僅か進んでいれば
重大な結果に至っていたが、かろうじてそこまで
は達しなかったことを意味する。ここにはメタ
ファー、メトニミーが絡み合って働いている。首
を切り落とされることが死ぬことを表す「原因と
結果」のメトニミー、死ぬことが重大な悲惨な結
果に至ることを表すメタファーなどが働いている
ように思われる。ここでの「首」が身体部位とし
ての意味から離れることはないが、その「皮一枚」
という状態は実際には起こり得ない。一方、中国
語では例文（）の「首の皮一枚」に似たような
「些微票数之差（わずかの票の差）」という表現が
あるが、「脖子」は使われず、慣用句ではない。
（） 出港は四日後に迫っていた。妻が前金の
七万五千元（百五十万円）を借金して集めた。
漁師は「このままでは、故郷に帰って首をく
くらなければならない」と弁護士に訴えた。
（『朝日新聞』993 年 0 月 20 日 夕刊 p.） 
（） あるノリ漁民は「ノリ漁は不作続き。このう
え安く買いたたかれるなら、首をつるしかな
い」と語った。
（『朝日新聞』2003 年 0 月 29 日 朝刊 p.3） 
（） 私は、自衛隊を自衛軍に改めることは「いの
ちの憲法」の首をはねる暴挙と考えています。
今のうちに憲法９条を守る運動を、戦争を体
験した老人はもとより、若い層に拡大するこ
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とが急務であることを訴えたいのです。
（『朝日新聞』200 年 2 月 20 日 朝刊 p.3）
　「首」は命につながる大切な身体部位である。
「首」を「くくる、つる、はねる」という具体的
な動作によって、その結果、その首の持主は命が
絶たれ、死ぬことになる。それによる殺人や自殺
を表すようになる。例えば、（）はお金に困って
いてその状態が続くと漁師は「首をくくる」とい
う具体的な行為によって自殺するしかない。（）
も「首をつる」という物理的な行為を通して、ノ
リ漁の不作と安価により死ぬまでの状況に追い込
まれることを表す。（）と（）のいずれも、慣
用句は文字通りの物理的な行為を手段として、「死
ぬ」という結果を表すメトニミーの用法である。
（）は自衛隊を自衛軍に改めることによって、「い
のちの憲法」の「首をはね」、死亡させる。それ
は手段と結果のメトニミーが関わっている。また、
類似性に基づいて、「死亡させる」ことが「無効
にさせる」に写像され、例文の「首をはねる」と
いう慣用句は憲法を無効にさせる意味になると考
えられる。すなわち、ここでは、メトニミーとメ
タファーの両方が関わっていると考えられる。
1.2 派生義「あたま」に基づくもの
1.2.1  身体部位という物体としての側面
（） a. 信西はこの辺りで、源氏の追っ手に捕まり、
首をかかれた。
（『朝日新聞』2000 年 0 月 2 日 朝刊 p.）
b. 安堵や平静などと装ってはいるが、うず高
く盛られた果実の赤茶色にも気付かなかっ
たのかと思わず首を掻く。 
（http://www.gt.sakura.ne.jp/~book-kf/kutsibiru2.htm 
2010.9.15）
（a）の「首」は「頸部」を意味しており、「掻く」
は「刃物を手前に引いて切り取る」ことで、字面
の意味からみれば、「首を掻く」というのは「首
を切る」ことを表す。さらに、その具体的な動作
によって信西が「殺される」という結果へとつな
がる。すなわち、ここでは手段と結果のメトニミー
に基づいて慣用句の意味が発生している。（b）
の「首を掻く」は文字通りでは、指先で頭を掻く
意味である。この具体的な行為を通して、その結
果である「困っている」や「恥じている」のよう
な抽象的な感情を表すようになる。それは手段と
結果のメトニミーに基づいた意味拡張だと考えら
れる。
（9） a. 肩凝りがひどいと言うので、私が「仕事場
でも時々、簡単な柔軟体操をしたら」と忠
告すると、上司が目を光らせているから、
そんなことはできないと首を振る。
（『朝日新聞』200 年 0 月 2 日 朝刊 p.2）
b. 女中共は首を振り振り痛ましいといふやう
に眼を細めて聴いてゐた。
（『日本国語大辞典』）
（0） 白書は「育児家庭への経済支援」や「結婚
の機会の改善」など少子化対策の方向性を
打ち出したが、実現したものはごくわずか
という。
 「子どもが３歳になるまでの間、毎月 3000
台湾ドル（約 00 円）という児童手当すら、
財務当局が首を縦に振らず、予算がつかな
い」と李は憤る。
（『朝日新聞』200 年 0 月 2 日 朝刊 p.2）
（） わが家では、暑いさなかの来客に決まって
梅ジュースを出す。とりわけ冷えたサイダー
割りは喜ばれる。「もう一杯いかが」と声を
かけ、首を横に振った人は皆無だったから、
相当美味なのだろう。
（『朝日新聞』200 年 0 月 2 日 朝刊 p.3）
（2） ところがそんなある日、万暦赤絵は塩水を
滴らせながら海底からゆらゆらと揚がって
きたのだ。
ポケットの底に眠っていた年月が、お宝に
した。「息子さん」と飛田は茶碗の持ち主の
ほうに首をねじった。「何ならおれが、全部
引き取ってやろうか」
（『朝日新聞』2000 年 0 月 2 日 朝刊 p.23）
（9a）と（9b）からみれば、「首を振る」のは「振
る」という具体的な動作によって、その心的態度
である同意や不同意を表し、慣用句全体的として
は手段と結果のメトニミー的な用法である。同じ
く、（0）の「首を縦に振る」や（）の「首を
横に振る」も手段と結果のメトニミーに基づいて
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慣用句の同意や不同意の意味を表すようになる。
また、（2）の「首をねじる」は首を横に曲げる
という字面の意味を持ち、そこから承知しかねる
様子を表す慣用句の意味になる。両者には手段と
結果のメトニミー的な関係にある。慣用句ではな
いが、中国語にも同意してうなずく行為は「点头
（首を縦にする）」、逆に同意せず首を横にふるこ
とは「摇头（首を横にする）」という。また、ブ
ルガリアのように、同意を表す時首を横に振る文
化があることから、文化が異なれば身振りも違っ
た意味を持つことが窺える。ここで首を振るにつ
いては、日本人も中国人も同じ文化的感覚を持つ
と見なすことができる。
（3） a. 阪神大震災による建物被害が最も大き
かったにもかかわらず不明者がゼロだっ
た長田区の市民課も「積極的に抹消して
いるわけではない」としており、市関係
者は「説明がつかない」と首をひねる。
（『朝日新聞』200 年 0 月 3 日 朝刊 p.） 
b. 今季６敗目を喫した巨人のゴンザレスは
「調子は上がっているけど、うまくいかな
い」と、何度も首をひねった。
（『朝日新聞』200 年 0 月 2 日 朝刊 p.29）
（3）では、「首」はメトニミーによって頭の
ことから考えることを表すようになる。「ひねる」
は「つまんで回す」という意味から、「回すこと
によって向きを変え、さまざまになる」というよ
うな意味の展開が推測される。そして、「首をひ
ねる」は「考え方が様々になる」ことから、その
結果である理解できずに疑問や不賛成の意を示す
ようになる。慣用句全体的な意味はメトニミーに
よるものと判断される。
（）今年  ～ 3 月期の実質 GDP（国内総生産）
の成長率は、年率換算で前期比マイナス
.2% と戦後最悪を記録したばかりだ。本
当か、と首を傾げる人も多いだろう。
（『朝日新聞』2009 年 0 月 9 日 週刊 p.）
（）「ここに住まれて、こんな風景が見られてお
幸せですね」というと、「一人だから、何も
しないでいるの」と老婦人。首を垂れて、去っ
て行った。
夕暮れの空気が柔らかく感じた。あの人は独り
暮らしの寂しさから、通りがかりの人に声をかけ
ていたのだろう。言葉の裏側の思いを受け取る。
犬との散歩は、時間の無駄ではないかもしれない。
（『朝日新聞』2000 年 2 月 2 日 朝刊 p.2）
（）は「首を傾げる」という動作によってそ
の心的な態度である「不思議」や「疑問」を表す
ようになる。（）は首の垂れるという具体的な
行為によってその「悲しみ」や「失望」や「恥ず
かしさ」などの感情を表すようになる。（）（）
のいずれも手段と結果というメトニミーによって
慣用句の意味が成立したと考えられる。
（） a. 今度は表彰台の真ん中だ。3000 メート
ル、000 メートルで 3 位だった高木選手。
00 メートルの表彰式では、2 位の小平
奈緒（23）、3 位の田畑真紀（3）の両選
手にはさまれ、恐縮したように首をすく
めた。トロフィーを受け取り、ぎこちな
く観客に手を振る。
（『朝日新聞』2009 年 2 月 3 日 朝刊 p.2） 
b. 地獄のふちをのぞいた株価は、首をすく
めて上昇に転じた。上げ幅はしかし、こ
こ  営業日の落ち込みに対して 2 割。円
高もあって相場の先は見えない。連日の
神経質な動きは、市場の震えか痙攣（け
いれん）か。
　（『朝日新聞』200 年 0 月 29 日 朝刊 p.）
（）は首をすくめるという具体的な行為に
よって、その「驚き」や「恐れ」を表すようにな
る。（a）は表彰台の真ん中に立つ高木選手の二
位と三位の選手に挟まれていて心情的な「恐れ」
を表している。（b）は「首をすくめる」ことか
ら、株価の上昇に対する「恐れ」を表すようにな
る。両者とも手段と結果のメトニミーが関わって
いると考えられる。
（） ならば、多くの紛争に首をつっこみ、大量
破壊兵器を大量に持ち、その威力をかさに
着て物事を進めようとしている一大帝国の
愚劣さを象徴する軍事基地は、「負の遺産」
として、最適だと思います。ただし、こっ
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ちは一刻も早く消えて欲しいのですが……。
（『朝日新聞』200 年 2 月 20 日 朝刊 p.）
　「突っ込む」は本来「勢いよく中へ入る」とい
う意味である。「首を突っ込む」という慣用句は
頭を勢いよく何かに入れるという具体的な行為か
ら、例文に挙げられた「紛争」のような抽象的な
物事に深入りするという結果を表すようになる。
慣用句全体は手段と結果のメトニミーによって意
味拡張されていると考えられる。
（） ところが一転、追徴課税を受けた後、最近
の牛の安値やえさ代の高騰が、こうした農
家の人たちを追いつめた。農家の中には申
告漏れの指摘を受けた前後、廃業した人も
あったという。牛の売却代金を納税に充て、
頭数を減らした農家の１人は「赤字で首が
回らない」とこぼした。
（『朝日新聞』2009 年 0 月  日 朝刊 p.3）
　「首が回らない」は文字通りの意味から、何者
かによって首が自由に回らなくなることが考えら
れる。この「不自由」という特徴が慣用句に写像
され、「借金などのため自由になれない、どうに
もやりくりがつかない」という慣用句の意味が発
生したと見なすことができる。
（9） a. 親鳥が立ち上がった際にくちばしを動か
したり、首をもたげたりするしぐさが見
られた。
（『朝日新聞』200 年 0 月 2 日 朝刊 p.） 
b. まず米国民の自覚があやふやだ。当面の
イラク情勢には楽観論が広がっているも
のの、さらに奥深いところを探れば、孤
立主義が首をもたげているという調査結
果もある。
（『朝日新聞』200 年 03 月  日 朝刊 p.）
 　（9a）の「首をもたげる」は主体の親鳥の具
体的なしぐさを表し、頭をあげるという意味であ
る。これは慣用句ではなく、一般的な動作を表す
連語である。（9b）の「首をもたげる」では「首」
は「頭」を表し、意味には「身体部位としてのあ
たま」から、「頭」の身体の最上部にあるという
特性に基づいて、メタファーによって「物事のは
じめ、最初」を表すようになる。「もたげる」は
本来「頭や首を持ち上げる」という意味である。
慣用句では、具体的な動作である「持ち上げる」
を通じて、抽象的な「孤立主義」の「浮かぶ、表
に出てくる」を表し、両者には「下から上へ」と
いう類似性がある。そのため、慣用句の中の「も
たげる」はメタファーによって意味拡張されてい
る。したがって、慣用句は、「それまでに目立た
ない勢力や考え、気持ちなどが次第に浮かび上
がって目立つ存在になってくる」の意味になって
いる。また、慣用句「首をもたげる」は主体が多
くの場合人間ではなく、「孤立主義」のような抽
象的考えや思想や問題などであることが特徴的で
ある。
1.2.2 所有者を表すもの
（20） アントニイを初め幕僚首を鳩（アツ）めて
軍議を凝した。
（内田魯庵 『社会百面相』）
（2） 党中央規律検査委員会によると、逮捕者に
は県の党委書記、宣伝部長、財税局長、国
税局長、検察院税制検察室主任らが首をそ
ろえ、2 企業が加わっていた。
（『朝日新聞』99 年  月 0 日 朝刊 p.）
（20）の「首をあつめる」は額をつき合わせる
ようにして相談する、鳩首することを表し、（2）
の「首をそろえる」は人を集めることである。こ
れらの慣用句にある「首」は人体の一部である「頭」
ではなく、「首」の所有者全体、つまり「人」を
表している。それは「頭」の意味を持つ「首」は
人体の最上部にあり、他の人と区別するために最
も際たっている部分と言えるので、その持ち主で
ある「人」を表せるようになる。慣用句において
は、「首」という身体部位でその持ち主である「人」
を表すのは、部分と全体のメトニミーの写像が働
いていると考えられる。
1.3 派生義「解雇」に関わるもの
「首」は頭と胴をつないでいる部分であり、人
間の呼吸や飲食が通ずる要所である。「首」が切
られたら、頭と胴のつながりが絶たれ、人間の呼
吸や飲食も中断せざるを得なくなり、それによっ
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て人間の命が保てなくなる。すなわち、「首」は
人間の「命」と大きく関わる働きをしている。こ
のような働きを持つ「首」は慣用句においてよく
解雇と関わっている。これは、職を失うと収入が
なくなり、生活ができなくなる。つまり、職は人
間の生活や生存、ひいては人間の「命」に関わる
重要なものである。「命」に関わるという共通点
から異なった概念領域間である「首」と「職務」
との間で写像が行われ、その結果として、「首」
には「解雇」という意味が派生的に生じたと見な
すことができる。そこで、「解雇」の意味を持つ「首」
が慣用句においてどのように働くのかを具体的な
例を通して考察する。
（22） 学長支持派のある教授は「賛成派から浮動
票が流れた。法人化すれば教官は非公務員。
急激な改革に首が危ないと感じた人も多
かったのでは」。
（『朝日新聞』2003 年 2 月 0 日 朝刊 p.33）
「首」は「解雇」という派生義から、（22）の「首
が危ない」は、職務を保てるのに万全ではなく、
解雇される恐れがあることを表している。
（23） 日本代表を率いた 9 年、ワールドカップ予
選の途中で解任された。「現場に立てるうち
は監督を続けたい。だが、ご承知のように
成功しないと、首が飛ぶのがこの仕事だか
ら」。母校といえども、安住するつもりはな
い。
（『朝日新聞』200 年 02 月 9 日 朝刊 p.2）
「首が飛ぶ」は実際の「首が切られる」という
出来事から、「命」に関わるという共通点に基づ
いて、「免職される、解雇される」といった意味
にメタファー写像されている。このように、例文
のような文脈では、成功しないと解雇されるとい
う意味が成り立つ。
（2） 同課によると、木谷元支店長は「名古屋支
店長をやれば取締役になれると思った。こ
れまでの不正な融資があることを小川元組
員に暴露されると、栄転どころか首になる。
（『朝日新聞』2009 年 2 月 0 日 夕刊 p.）
「首」は「解雇」という派生義を持つ。そこか
ら、「首になる」という慣用句では「解雇される」
の意味が生じている。
（2） 雨宮さんは「若い人は本来、失敗しながら
学んでいくもの。いまは即戦力を求められ、
失敗するとすぐ首にする企業が多い。この
番組はニートが学び、自信をつけられる場」
と話す。
（『朝日新聞』200 年 0 月 2 日 朝刊 p.23）
「首」は「解雇」という派生義を持つ。そこか
ら、「首にする」という慣用句は「解雇する」の
意味になる。
（2） ひたすら愚直に、そして希望に燃えて働い
ている人を、まともな会社なら首を切るわ
けがない。そんな不安を持ってしまう人は、
リストラされる自分を想像してしまう心の
すきがあるんじゃないか。そんなこと考え
ないで、目の前の仕事に愚直に取り組むべ
きだよ。
（『朝日新聞』2009 年 0 月 2 日 朝刊 p.9 ）
「首を切る」の慣用句としての意味は「打ち首
にする」という具体的な行為から、「命」に関わ
るという共通点に基づいて、「免職する、解雇する」
といった意味にメタファー写像された結果生じた
ものである。
（2） 鳩山氏も小沢氏も結局は国民の前で説明責
任を一切果たさないまま逃げるように退陣
し、民主党は個人の問題として首をすげ替
えてごまかそうとしている。多くの国民が
いまだに納得していない。
（『朝日新聞』200 年 0 月 0 日 朝刊 p.2）
「首をすげ替える」という慣用句には「首」は
元の人体の一部である「頭」から、「首」の所有
者全体、つまり「人」を表している。慣用句にお
いては、「首」という身体部位でその持ち主であ
る「人」を表すのは、部分と全体のメトニミー的
な写像が働いていると考えられる。また、「頭」
が身体の最上部にあるという特性に基づいて、メ
タファーの写像で「主だった人、人の上に立つ者」
を表すようになった。「すげ替える」は「入れ替
える」ことである。慣用句全体は「重要な役職に
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就いている人を入れ替える」意味になり、つまり、
「ある人を解雇して別の人を採用する」ことを示
す。
（2） ところがその新しい商品を、まず社内の営
業販売部門や系列販売店が認めてくれな
かった。発売は決まったのに「録音できな
いテレコなんて売れるわけがない」とけな
され続けた。市場に受け入れられないこと
を調査で実証しようという動きもあった。
四面楚歌（しめんそか）でつらかったです。
でも盛田昭夫さんが「居直ろうや」と言っ
て支えてくれた。「会長の首を賭ける」とま
で言ってくれました。
（『朝日新聞』2009 年 2 月 0 日 夕刊 p.） 
「首を賭ける」を文字通りの意味からみれば、
首を賭物として賭けをする、命がけで物事をする
ことである。「命」に関わるという共通点に基づ
いて、「解雇の危険性を冒して事をする」といっ
た意味にメタファー写像されたと捉える。このよ
うに、例文の中では、会長は解雇の危険性を冒し
て支えてくれたという意味が成り立つ。
以上、日本語の「首」の慣用句を例文を通して
考察した。慣用句はその構成要素である「首」の
意味、すなわち、基本義である「頸部」やその派
生義である「頭」「解雇」に大きく関わっている
ことが分かる。具体的には二点にわたって分析を
試みた。一つ目は「首」の身体部位という物体と
しての側面、例えば、「首に縄を付ける」に見ら
れるような「首」は身体部位という物体としての
特徴が強く、文字通りの具体的な事実、「首に縄
を付ける」ことを通して、写像によってその象徴
的な意味である「無理に連れて行こうとする」を
意味するようになる。もう一つは「命」に関わる
もの、例えば、「首をくくる」は手段と目的のメ
トニミーによって具体的な動作から、殺人や自殺
を表すようになり、「首」は「命」と関わる。そ
こからさらに、「首が飛ぶ」は実際の「首が切ら
れる」という出来事から、「命」に関わるという
共通点に基づいて、「免職される、解雇される」
といった意味にメタファー写像される。以上のよ
うな二つの面から分析を試みた結果、メタファー
やメトニミーが慣用句の意味成立において大きな
役割を果たしていることが分かった。また、首は
その動作やしぐさ、状態などによって主体の心的
態度を表すようになることが窺える。例えば、待
望を表す（2）の「首を長くする」と（3）の「首
を伸ばす」、恐れや恥ずかしさを表す（）の「首
を縮める」、困惑や恥ずかしさを表す（）の「首
を掻く」、同意や不同意を表す（9）の「首を振る」、
（0）の「首を縦に振る」、（）の「首を横に振る」、
（2）の「首をねじる」、疑問や不賛成を表す（3）
の「首をひねる」、不思議や疑問を表す（）の「首
を傾げる」、悲しみや失望や恥ずかしさなどを表
す（）の「首を垂れる」、恐れを表す（）の「首
をすくめる」、などがある。また、（22）から（2）
に示されたように、「首」の慣用句は「解雇」と
大きく関わり、それは「首」の派生義に大きく影
響されていると考えられる。
2. 中国語の「脖子（bózi）」の慣用句
Ⅱ節の  では日本語の「首」の慣用句について
考察を行ったが、その日本語の「首」にほぼ対応
する中国語の脖子（bózi）の慣用句はどのように
して成り立つのであろうか。第二節の 2 では、以
下の六つの例文を挙げながら分析してみる。なお、
例文の一重の下線は慣用句の所在を、二重の下線
は慣用句の主体や対象を明示するために筆者が施
したものである。
（） 为了走出困局，摆脱被人“卡脖子”的窘境，
武钢加快了实施“走出去”战略。
（難局を乗り切り、死命を制されるような苦
境から抜け出すため、武漢鋼鉄会社は「外へ
打って出る」という戦略の実施を加速させ
た。）
（http://news.fenmoyejin.com/11_22290.html
 
2010.9.19）
「卡脖子」では、「卡」は絞めつけること、「脖子」
は首である。「卡脖子」は文字通りには首を絞め
つけることを意味する。首は呼吸や生命活動を維
持するための重要な器官であり、首が絞めつけら
れると生存の危機が生じる。このことから、「死
命を制する」という慣用句の意味を生じさせてい
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る。文字通りの意味と慣用句との概念間では、「命」
に関わるという共通点に基づいてメタファーの写
像が生じたと捉えられる。
（2） 一名大学生狠心用水果刀将女友“抹脖子”后
自己割腕，准备与女友共赴黄泉。
（一人の大学生が意を決して果物ナイフで彼
女を殺害した後、自分の手首を切り、彼女と
共に死のうとしていた。）
（ h t t p : / / n e w s . 1 6 3 . c o m / 1 0 / 0 9 0 3 / 1 0 /
6FL9RS8I00014AEE.html 2010.9.03）
「抹脖子」は首をかき切るという文字通りの意
味がある。その具体的な動作によって「女友（彼
女）」を「殺す」という目的へとつながる。すなわち、
ここでは手段と目的のメトニミーに基づいて慣用
句の意味が発生された。
（3） 可是他到底不肯折脖子，拼命和伊牧师赛了
半天的跑。（しかし彼は結局負けを認めたく
ないので、伊牧師と懸命に半日ぐらい競走し
た。）
（老舍 『二马』第二段八）
「折脖子」の「折」は曲げるという意味であ
る。「折脖子」は文字通りの「首を曲げる」とい
う意味を持つ。文字通りの首を曲げるという行為
によって自分の頭を下げさせ、相手に降参するこ
とを表すような慣用句の意味が生じている。それ
は手段と結果のメトニミーが関わっていると判断
される。
（） 他平常老吹牛 , 这回一点麻烦可就让他缩脖
子了。（彼はふだんからほらを吹いていたが、
今回のちょっとした面倒では、彼はすぐに引
き下がってしまった。）
（『新华字典』）
「缩」は「縮める」ことである。「缩脖子」は「首
を縮める」であり、文字通りの首を縮めるという
物理的な行為を通して、困難を恐れて、困難にぶ
つからず引き下がることを表す。手段と結果のメ
トニミーによって文字通りの意味から慣用句の意
味へと転換されたと考えられる。
（）一点儿小事，何必争得的脸红脖子粗。（そん
なに小さな事で、顔を真っ赤にするまで争う
必要があるのか。）  
（『新华字典』）
「脸红脖子粗」という慣用句は怒りや興奮の状
態を表す。「脸」は「顔」、「红」は「赤い」、「脖子」
は「首」、「粗」は「太い」ことである。「脸红脖子粗」
は字面の意味からみれば、「顔が真っ赤になり、
首が太くなる」の意である。「顔が真っ赤になる」
「首が太くなる」という生理的な変化は、「怒りや
興奮」という感情の変化を受けて生じた結果であ
る。したがって、「脸红脖子粗」という慣用句は「結
果で原因」のメトニミーに基づいて意味拡張され
ている。
（） 好在我不介意，我知道那个小胖子有些牛脖子。
（幸い私は気にしない。あの小太りの人には
性格的に頑固なところがあることを知ってい
たからだ。）
（老舍 『赵子曰』第十二）
「牛脖子」は直訳すれば牛の首である。慣用句
としての「牛脖子」は頑固で強情な性格を意味す
る。これは牛の首は重々しく、簡単に曲げそうも
ないというイメージから曲げることのない頑固・
強情な性格を表すようになると考えられる。そし
て、「牛」のこのような簡単に曲げそうもない性
格からメタファーによって例文（）の「小太り
の人」を描写することにより、人間の頑固な性格
を表すようになる。慣用句はまた、中国の牛に対
する認識に関わっていると思われる。陈（200:9）
は牛の文化的な解析においては、「牛脾气（直訳：
牛の性格。頑固で強情な性格を意味する。）」「牛
性（直訳：牛の性格。頑固で強情な性格を意味す
る。）」などの例を通して「牛是倔强的代名词（牛
は強情の代名詞である）」と結論付けるように、
中国語の「牛」は日本語にはない「頑固・強情」
な文化的なニュアンスが含まれていると認識され
ていることが分かる。したがって、「牛脖子」と
いう慣用句の意味成立においては、「牛の首」の
持つ頑固の特徴を人間に写像され、人間の頑固な
性格を表すようになったと考えられる。また、牛
の文化的な特徴にも関与して言語と文化の相互作
用によって慣用句の意味が成り立つと判断され
る。
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以上の考察から、首は呼吸や生命活動を維持す
るための重要な器官であり、「命」に関わると認
識されている。首が絞めつけられると生存に危機
が生じることから、肝心な時に致命的な事態が発
生することを表す慣用句として「卡脖子」がある。
また、中国古代では死刑の執行方法として「斩首・
砍头（首切り）」があることからも、「抹脖子」の
ように「首」の慣用句は生死と関わると言える。
また、「首」の慣用句は「折脖子」「缩脖子」「脸
红脖子粗」が表わすように、「降参」「恐れ」「怒
りや興奮」という心的な態度を表す場合もある。
中国語の慣用句はメタファーとメトニミーのプロ
セスによって成立するものがほとんどだが、「牛
脖子（頑固で強情な性格）」のように首の拡張だ
けではなく、「牛」の文化的な特徴にも影響され
る場合もある。また、辞書や慣用句辞典の考察に
よると「首」の慣用句は数量的には七つしかなく、
日本語に比べものにならないほど僅かである。こ
れに対して、日本語の慣用句は「待望」「恥ずか
しさ」「恐れ」「困惑」「同意」「疑問」など広範に
わたって心的態度を表し、「解雇」の意味にも関
与していることが中国語の慣用句と明らかに異な
る。
まとめ
以上、本稿では日本語の「首」と中国語の「脖
子（bózi）」の意味拡張と慣用句の成立について
比較してきた。その結果、日本語の「首」は、頭
と胴体をつなぐ細い部分、すなわち「頸部」を指
すのが一般的であるが、「首をかしげる」など少
数の例が示すように、「首」が頭を表しているこ
とも分かった。それは、歴史上「首」という漢語
が日本語に入ってきて、やまと言葉の「くび」に
当てられる際に「くび」を基本義とし、同時に一
定の意味拡張が起こり、言わば人為的にただちに
漢語の「首」に含意される「頭」という意味も派
生義として取り込んだと考えられる。その意味拡
張を考察してみると、「首」は「頸部」という基
本義から、頸部を含めて、そこから上の部分であ
る「頭」全体に意味範囲を拡大するようになった
という「部分と全体のメトニミー」のプロセスに
よって支えられていると考えられる。また、「頸
部」や「頭」を意味するほか、「びんの首」のよ
うに、メタファーによって、意味項目（3）のよ
うに類似の形状や位置関係をもつものや部分にま
で意味拡張され、空間隣接のメトニミーに基づい
て、（）の頸部から（）のそれに「あたる」衣
服の部分である襟まで意味が派生されたことと判
断される。さらに、「命」に関わるという共通点
に基づき、「首」は（）の「解雇」を表すように
なった。
その構成要素である「首」の意味を受けて、慣
用句は、「頸部」や「頭」「解雇」に大きく関わっ
ていることが分かる。具体的には、「『首』の身体
部位という物体としての側面」、「『命』に関わる
もの」、「所有者を表すもの」、「解雇に関わるもの」
などにわたって分析を試みた。その結果、メタ
ファーとメトニミーが慣用句の意味の成立におい
ては大きな役割を果たしていることが分かった。
また、「首を長くする」「首を伸ばす」「首を縮める」
「首を掻く」などが示すように、首はその動作や
しぐさ、状態などによって主体の心的態度を表す
ようになることが窺える。考察から「首」の慣用
句は「解雇」と大きく関わっていることが分かり、
それは「首」の意味に大きく影響されていると考
えられる。　
中国語の「脖子」は「頭と胴をつないでいる部分」
という基本義のほか、メタファーによって、それ
に似た形。また、それに該当する部分という意味
に拡張された。また、日本語のように「解雇」の
意味が存在していないため、慣用句の意味にも影
響していると考えられる。
中国語の慣用句も日本語と同じように、「首」
は「命」に関わる器官であるという認識から、「抹
脖子」のように「首」の慣用句は生死と関わる意
味を表す。また、「首」の慣用句は「折脖子」「缩
脖子」「脸红脖子粗」が表わすように、「降参」「恐れ」
「怒りや興奮」という心的な態度を表すものもあ
る。ただし、日本語とは異なって、中国語の「首」
の慣用句は数量的には七つしかない。また、日本
語の慣用句は「待望」「恥ずかしさ」「恐れ」「困惑」
「同意」「疑問」など広範にわたって心的態度を表
し、「解雇」の意味にも関与していることが中国
語の慣用句と明らかに異なる。また、中国語の慣
用句はメタファーとメトニミーのプロセスによっ
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て成立するものがほとんどだが、「牛脖子（頑固
で強情な性格）」のように首の拡張だけではなく、
「牛」の文化的な特徴にも影響される場合もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 殷代後半～周代。紀元前 300 年頃から紀元前 2 年頃。
2
 西周初年～春秋時代半ば。紀元前 0 年頃から紀元前
0 年頃。
3
 殷周時代。紀元前  世紀頃から紀元前 2 年頃。

 周代に成立。紀元前 0 年頃から紀元前 2 年頃。

 紀元 220 年頃から紀元 20 年頃。

 それ以外に、（）の意味を発生させるプロセスとして、（）
の「首」の「くびれた」という形状的な特徴に基づくメ
タファーによって、「首」で「襟」を表すようになった
というプロセスも考えられるかもしれない。ただし、こ
のような拡張のプロセスは「首」と同じような形をして
いる「びんの首」「足首」にも応用できるはずなのだが、
「びんの首」や「足首」を覆うもの、つまりその細い部
分を「襟」の意味として「首」とは言わない。「首」が
使用できるのは衣服の「襟」に限られ、「くびれた」と
いう形状的な特徴に基づくメタファーによる拡張には普
遍性が見られないことが分かる。そこから、メタファー
による拡張のプロセスは妥当ではないと判断される。メ
タファーより、むしろメトニミーによって、基本義とし
ての人間の首と接触する「襟」のみを「首」で表現する
プロセスのほうが妥当であると考える。筆者は、一般に
基本義に直接基づく拡張の方がより実現可能性が高いと
捉えている。
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日本語と中国語における「首」を含んだ慣用句の比較
0 方　　　小　贇
A Comparative Study of Idioms of “Neck” in Japanese and 
Chinese
FANG Xaoyun
Abstract　 
The purpose of this article is to clarify differences between the idioms of “neck” in Japanese and those in 
Chinese. The meaning of “neck” ranging from basic to derivative submeanings is first compared. The article also 
inquires into the way in which the meaning of the entire idiom is approved by referring to the meaning of the 
constituent “neck” and how the meaning of “neck” influences that of the whole idiom. As a result of this 
consideration, it is understood that the meaning of the idioms of “neck” is greatly related to the meaning of “neck”, 
such as “cervix” and “head” and “dismissal” in Japanese.  
To be theoretically more specific, we consider the idioms of “neck” in Japanese and Chinese based on the theory 
of the cognitive linguistics like metaphor, metonymy, the theory of conceptual metaphor by Lakoff & Johnson 
(1980), and “the mapping theory” by Lakoff (1987, 1993).  The analysis in Japanese was done over the object of 
body site of “neck”, the relation to “life”, the showing of the owner, and the relation to the dismissal, etc.  In Chinese 
the meaning of the idioms of “neck” is also related to “life”, which is influenced by the meaning of “neck”, but the 
meaning “dismissal” does not exist in Chinese idioms because of lack of the meaning of “dismissal” in the Chinese 
word “neck” itself, which is greatly different from the fact of Japanese. Moreover, it is obviously different in that 
Japanese idiom shows a wide range of mental attitudes such as “expectation”, “shamefulness”, “fear”, 
“embarrassment”, “agreement”, and “doubt”, etc.  Moreover, the meaning of idioms is not only approved by the 
process of the metaphor and metonymy, but also influenced by a cultural feature, such as the particular meaning of 
the neck of cow (obstinate, obstinate character) which is associated with the cultural feature of “cow”.
 From this argument, we understand that metaphor and metonymy have accomplished the prominent role in the 
approval of the meaning of the idioms of “neck” in both Japanese and Chinese. 
（200 年  月 2 日受理）
